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微小光共振器素子で発生した光周波数コム

波長多重光通信(WDM)用光源

シリコンナイトライド(SiN)リング共振器による光周波数コムを用いた光伝送

目的

従来の光源
多波長(多チャンネル)＝１台の光コム光源
電力：小 サイズ：小
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チャネル数＝レーザ台数
電力：大 サイズ：大

光周波数コム光源

従来の光源を多波長を同時に出せる
集積型の光周波数コムデバイスで置き換えることで省電力を実現
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光周波数コムは周波数軸上で精密に等間
隔に並んだ多数の光成分を持つ

直径：100マイクロメートル

シリコン基板
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 シリコンナイトライドリング共振器 発生した光周波数コムスペクトル 10 Gb/s IMDD伝送(アイパタン）
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10 Gb/s IMDD伝送（ビットエラーレート）


